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 研 究 課 題   心 理 科 学 を 基 盤 と す る イ ン タ ラ ク シ ョ ン 評 価 シ ス テ ム の 開 発 と 応 用   

研 究 成 果 概 要  

本 プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 は 、 複 数 人 の 相 互 作 用 事 態 で 得 ら れ る 生 理 反 応 や 言 語

・ 非 言 語 デ ー タ を 同 期 的 に 測 定 し 、 意 識 的 な コ ン ト ロ ー ル が 及 ば な い 心 的 過 程

を 含 め た 多 面 的 な イ ン タ ラ ク シ ョ ン 評 価 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で あ る 。  

近 年 、 企 業 や 臨 床 場 面 で は 、 質 問 紙 調 査 な ど の 言 語 報 告 か ら で は 得 ら れ な い 、

潜 在 的 な 心 的 活 動 を 含 め た イ ン タ ラ ク シ ョ ン 評 価 を 行 う 新 た な 技 術 の 開 発 が 望

ま れ て い る 。 こ の よ う な 技 術 の 開 発 は 、 正 確 な 情 報 伝 達 や 良 好 な 人 間 関 係 の 構

築 と い っ た 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 手 助 け す る 重 要 な 足 が か り と な る 。 ま

た 、 複 雑 化 す る 人 と モ ノ 、 人 と コ ト 、 人 と 人 、 人 と 社 会 の や り と り を 、 よ り 連

続 的 に 理 解 す る と い う 点 で も 広 く 社 会 に 還 元 で き う る も の で あ る 。  

 2 01 4年 度 は 、 裁 判 員 制 度 施 行 後 に 行 わ れ る よ う に な っ た 専 門 家 − 非 専 門 家 の

評 議 過 程 に お け る 専 門 家 の 影 響 を 再 確 認 す る 評 議 実 験 に 加 え 、 2 01 3年 度 か ら 継

続 し て い る 、 一 般 市 民 の 法 的 判 断 に 関 わ る の 個 人 差 に 注 目 し 研 究 を 進 め た 。 具

体 的 に は（ 1）評 議 に お け る 専 門 家 の 意 見 表 明 の タ イ ミ ン グ と そ の 影 響 過 程 、（ 2）

非 専 門 家 の 法 的 判 断 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 に つ い て 道 徳 基 盤 ・ 嫌 悪 感 情 ・ エ ラ ー

管 理 に 基 づ く 検 討 を 行 っ た 。 以 下 よ り 詳 細 を 記 述 す る 。  

 

( 1 )  評 議 に お け る 専 門 家 の 意 見 表 明 の タ イ ミ ン グ と そ の 影 響 過 程  

大 学 生 31名 (男 性 16名 、 女 性 15名 ； 平 均 年 齢 ： 2 0 .3 7 (S D  =  1. 0 0)歳 )が 参 加 し

た 。  実 験 デ ザ イ ン は 2 (評 議 手 法 ： 適 用 あ り ・ な し )×2(専 門 家 の 意 見 ： 殺 人 罪

・傷 害 致 死 罪 )の 被 験 者 間 要 因 と し た 。評 議 手 法 は 、適 用 あ り 条 件 で は 評 議 前 に

個 別 の 情 報 整 理 の 時 間 を 設 け 、 時 系 列 に 並 ん だ 争 点 整 理 表 に 基 づ い て 専 門 家 が

評 議 を 進 め た 。 適 用 な し 条 件 で は 個 別 の 情 報 整 理 の 時 間 は 設 け ず 、 評 議 は 殺 意



 

 

の 認 定 に 関 す る 5つ の 要 素 に つ い て そ れ ぞ れ 話 し 合 う こ と と し た 。公 判 シ ナ リ オ  

殺 人 罪 か 傷 害 致 死 罪 か を 争 う も の で ， 裁 判 官 や 被 告 人 と い っ た 登 場 人 物 の 発 言

か ら 構 成 さ れ て い た 。与 え ら れ た 情 報 か ら は 傷 害 致 死 罪 の 適 用 が 妥 当 で あ る が 、

殺 人 罪 が 認 め ら れ る 可 能 性 も あ り 得 る よ う な 内 容 で あ っ た 。   

4時 点 で 測 定 し た 実 験 参 加 者 の 判 断 に つ い て 、各 評 議 体 に お け る 殺 人 罪 判 断 率

を 算 出 し 、 専 門 家 の 意 見 条 件 ご と に 平 均 値 を 算 出 し た と こ ろ 、 専 門 家 が 意 見 を

表 明 し た 直 後 か ら 専 門 家 に 同 調 し て い く 傾 向 が み ら れ た 。  

 

( 2 )  非 専 門 家 の 法 的 判 断 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因  

オ ン ラ イ ン リ サ ー チ 会 社 の 登 録 モ ニ タ の 20歳 以 上 の 男 性 1 8 0名 、 女 性 18 0名 計

3 6 0名 （ 平 均 年 齢 44 . 5（ S D =  1 3 .9） 歳 ） が 回 答 し た 。 裁 判 員 候 補 と な る 2 0歳 以

上 の 登 録 者 を 調 査 対 象 と し た 。対 象 者 の 職 業 は 、公 務 員（ 1 3名 ）、会 社 員（ 1 3 5

名 ） 、 会 社 役 員 （ 7名 ） 、 自 営 業 （ 2 8名 ） 、 自 由 業 （ 9名 ） 、 専 業 主 婦 /主 夫 （ 7 1

名 ）、パ ー ト ・ ア ル バ イ ト（ 4 6名 ）、学 生（ 1 3名 ）、そ の 他（ 1 0名 ）、無 職（ 2 8

名 ）、と さ ま ざ ま で 特 に 偏 り は な か っ た が 、人 数 の 内 訳 は 、会 社 員 と 専 業 主 婦 /

主 夫 が 多 か っ た 。 職 業 や 学 歴 、 法 律 の 専 門 知 識 に 関 し て 特 に 制 限 や 範 囲 を 設 け

な か っ た 。 回 答 に 際 し て は 、 新 聞 記 事 等 で 目 に す る よ う な 刑 事 事 件 の 内 容 に つ

い て 回 答 を 求 め る こ と 、 写 真 等 は 一 切 出 て こ な い こ と を 事 前 に 伝 え 回 答 に 同 意

し た モ ニ タ の み を 対 象 と し た 。  

 あ る 殺 人 未 遂 事 件 に 関 す る シ ナ リ オ を 作 成 し 、刺 激 と し て 用 い た 。ま ず 、事 件

は 参 加 者 の 居 住 地 域 で 発 生 し た も の で あ る と 想 定 さ せ た 。被 害 者 Aが 、早 朝 散 歩

中 に 背 後 か ら 猟 銃 で 撃 た れ た 事 件 を 設 定 し 、以 前 か ら Aと 土 地 の 境 界 線 を 巡 っ て

言 い 争 い を し て い た Bが 被 疑 者 と し て 殺 人 未 遂 罪 で 逮 捕 、起 訴 さ れ た と し た 。事

件 に 使 用 さ れ た 猟 銃 は Bの 所 有 物 で あ る が 、Bは 事 件 の 1週 間 前 に 盗 難 に あ っ た と

主 張 し て お り 、 事 件 へ の 関 与 を 否 認 し て い る 。 ま た 目 撃 者 は 存 在 し な い 。 こ の

事 件 で 被 害 者 Aが 受 け た 傷 の 程 度 を 実 験 条 件 と し て 操 作 し た 。参 加 者 は 、被 害 者

Aが（ 1）流 れ 弾 に 当 た っ て か す り 傷 を 負 っ た 、（ 2）左 わ き 腹 に 銃 弾 を 受 け 、全

治 3か 月 の 重 傷 を 負 っ た 、 （ 3） 背 中 に 銃 弾 が 直 撃 し 、 半 身 不 随 の 重 度 の 後 遺 症

を 負 っ た 、の い ず れ か の シ ナ リ オ を 呈 示 さ れ た 。傷 の 程 度 に 関 す る 記 述 以 外（ 事

件 の 経 緯 、 登 場 人 物 の 人 間 関 係 ） は 、 各 条 件 で 同 一 と し た 。  



 

 

他 の 測 定 変 数 と の 関 連 を 検 討 し た 結 果 、 人 を 傷 つ け る こ と に 対 し て 敏 感 な 個

人 ほ ど 、 罪 責 認 定 を 行 い や す い こ と 、 ま た こ の 関 係 性 を 事 件 に 対 す る 嫌 悪 感 情

が 媒 介 す る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 被 害 者 の 受 け た 傷 の 程 度 が 大 き い ほ ど 、 罪

責 認 定 を し や す く な る こ と も 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 本 当 は 有 罪 だ っ た 時 に

予 期 さ れ る 自 分 の 判 断 に 対 す る 後 悔 の 程 度 は 、 被 害 者 の 受 け た ダ メ ー ジ の 程 度

に よ っ て 差 は な い が 、 本 当 は 無 罪 だ っ た 時 に 予 期 さ れ る 後 悔 の 程 度 は 、 被 害 者

が 後 遺 症 を 負 っ て い る 方 が か す り 傷 を 負 っ て い る 時 よ り も 有 意 に 低 か っ た 。  

 

まとめ  

ま と め る と 、 一 般 市 民 は 評 議 に お い て 専 門 家 の 意 見 に 非 常 に 強 く 影 響 さ れ る

こ と 、 ま た 、 裁 判 員 裁 判 が 対 象 と す る よ う な 重 大 な 刑 事 事 件 に 対 す る 一 般 市 民

の 法 的 判 断 の 特 徴 と し て 、 道 徳 基 盤 の 個 人 差 や 、 事 件 の 概 要 を 知 る こ と で 誘 発

さ れ る 嫌 悪 感 情 が 認 め ら れ る こ と を 示 し た 。 被 害 者 の 受 け た 傷 の 程 度 が 重 い ほ

ど 加 害 者 と さ れ る 人 物 の 罪 責 認 定 を し や す く な る こ と が 示 さ れ 、そ の 背 景 に は 、

冤 罪 に つ な が る 判 断 を す る こ と に 対 す る 後 悔 の 程 度 の 低 下 が あ る こ と が 示 唆 さ

れ る 。 今 後 は 実 験 室 実 験 等 も 設 定 し 、 こ の 傾 向 の 頑 健 性 を 検 証 す る 必 要 が あ る

だ ろ う 。  

 

▼2 0 1 4年 度 研 究 業 績 等  

【学 会 発 表 】   

1． 村 山 綾 ・ 三 浦 麻 子  ( 2 0 1 4 ) .  円 滑 な 情 報 共 有 を 促 進 す る 専 門 家 － 非 専 門 家 に よ る 評 議 手

法 の 検 討 .  法 と 心 理 学 会 第 1 5回 大 会 .  

2 .  村 山 綾 ・ 三 浦 麻 子 ( 2 0 1 4 ) .  幸 運 を 得 た 人 の 道 徳 的 価 値 と 内 在 的 公 正 推 論 .  日 本 社 会 心 理

学 会 第 5 5回 大 会 .  

【査 読 あり学 術 論 文 】  

1． 村 山 綾 ・ 三 浦 麻 子 ( 2 0 1 5 ) .  被 害 者 非 難 と 加 害 者 の 非 人 間 化 ‐ 2種 類 の 公 正 世 界 信 念 と の

関 連 ‐ .  心 理 学 研 究 ,  8 6 ( 1 ) , 1 - 9 .   

2 .  M u r a y a m a ,  A . ,  R y a n ,  C .  S . ,  S h i m i z u ,  H . ,  K u r e b a y a s h i ,  K . ,  &  M i u r a ,  A .  ( 2 0 1 5 ) .  C u l t u r a l  

D i f f e r e n c e s  i n  P e r c e p t i o n s  o f  I n t r a g r o u p  C o n f l i c t  a n d  P r e f e r r e d  C o n f l i c t - M a n a g e m e n t  

B e h a v i o r :  A  S c e n a r i o  E x p e r i m e n t .  J o u r n a l  o f  C r o s s - C u l t u r a l  P s y c h o l o g y ,  4 6 ,  8 8 - 1 0 0 .    

【継 続 中 の競 争 的 研 究 資 金 】  

 1．日 本 学 術 振 興 会 科 学 研 究 費 補 助 金（ 若 手 研 究 ( B )）「 実 験 社 会 心 理 学 的 ア プ ロ ー チ を 用

い た 専 門 家 － 非 専 門 家 に よ る 評 議 デ ザ イ ン の 設 計 」  研 究 代 表 者 ・ 村 山 綾                                  

 ※  字 数 ： ３ ０ ０ ０ 字 程 度 （ 英 語 の 場 合 ： ３ ０ 行 ×２ 枚 （ Ａ ４ ） 程 度 ）  


